
　2023 年の SUPER GT はいよいよ
シーズン終盤。迎えた第６戦の舞台は、
宮城県のスポーツランド SUGO だ。
タイトでツイスティなコースで、波乱
も多い。サクセスウエイトもシーズン
で最も重くなるレースだが、そういっ
たラウンドでこそポイントを重ねるこ
とができれば、タイトルにも近づく。
TGR TEAM ENEOS ROOKIE は、そ
んな一戦に向けて９月 16 日（土）の
予選日に臨んだ。
　８月から９月上旬まで、チームに
とっては堪える暑さが続いていたが、
迎えた予選日の SUGO の天候は、時
折小雨が舞う曇り。前夜から降り続い
た雨は早朝には小康状態になったもの
の、路面コンディションはウエット。
レコードラインはやや乾いているとい
う、スポーツランド SUGO らしいダ
ンプコンディションとなっていた。

　気温自体はそれほど高くはないが、
湿度が高く蒸し暑いなか、ENEOS X 
PRIME GR Supra はまず山下健太が
乗り込みコースイン。とはいえ路面が
まだいまひとつ乾ききっておらず、山
下はすぐにピットに戻ると、コンディ
ションの良化を待って 40 分ほどピッ
トでステイ。開始から 56 分ほどでふ
たたびコースインすると、８周を走り
セットアップを確認していった。
　すぐに大嶋和也に交代し、ショー
トランを行っていったが、序盤ステ
イしていたこともあり時間が足りな
い。この段階ではセットアップに満足
し切れていない部分もあったが、一度
のピットインをはさみ８周を走った後
GT300 車両のクラッシュによる赤旗
中断があり、ふたたびピットイン。山
下にふたたび ENEOS X PRIME GR 
Supra のステアリングを託した。

　 赤 旗 再 開 後、GT300 の 専 有 走
行でもクラッシュがあり、その後の
GT500 の専有走行で山下はニュータ
イヤを履くと終了間際に１分 11 秒
450 というタイムを記録した。

　ENEOS X PRIME GR Supra の順
位は 11 番手。悪いフィーリングでは
ないが、Q2 進出のためにはさらなる
改善が必要。フルコースイエロー訓練
も使いながら、調整を進めた。　

公式練習 ９月 16 日（土）　天候：曇り　路面：ウエット／ドライ
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　９月 17 日（日）の決勝日は朝から
１万 8500 人ものファンが SUGO を
訪れ、賑わいをみせるなか午後１時
30 分、気温 28 度／路面温度 33 度
というコンディションのもと、決勝
レースの火ぶたが切って落とされた。
ENEOS X PRIME GR Supra の ス
タートを務めたのは大嶋だ。
　スタートからタイヤの高いグリッ
プを感じていた大嶋は、序盤９番手
につけると、前を行く #3 Z GT500
を追っていく。５周を過ぎるころに
なると、前には GT300 クラスの集
団が出現し、非常に狭いスポーツラ
ンド SUGO のコースのあちこちでバ
トルが勃発。大嶋も混戦のなか #3 Z 

　 公 式 予 選 は 午 後 ２ 時 40 分 か ら
GT300 クラスの Q1 が行われたが、
開始直前にサーキットに強めの雨が
降った。そのため路面は一気にウエッ
トに転じることに。しかし GT300 ク
ラスの Q1 のうちに雨が止むと、今度
は一気にドライとなっていった。
　GT300 クラス Q1 のＢ組ですで
にスリックタイヤの方が速くなってい
たことから、ENEOS X PRIME GR 
Supra の Q1 のアタッカーを務めた山
下はスリックを履きコースイン。タイ
ヤをウォームアップさせ、短いコース
距離のなかタイミングを調整しアタッ
クラップに入っていった。

公式予選

決勝レース

９月 16 日（土）　天候：曇り　路面：ドライ

９月 17 日（日）　天候：曇り　路面：ドライ

　４周目、山下は１分 10 秒 613 を
記録し、Q2 進出が見えたかに思えた
が、他車のタイムアップによりバンプ
アウト。９番手となってしまった。
　実は山下のアタック時、最終コー
ナーでわずかにミスがあり、タイムロ
スを喫してしまっていた。

「アンダーステアが出て、ラインを外
してしまいました。Q2 進出がギリギ
リな状況だったので限界を攻めたので
すが、そこまで攻める必要もなかった
かもしれません」と山下。とはいえ苦
しい中で山下が全力を尽くしてくれた
結果。９番手から決勝レースの追い上
げを期することになった。

GT500 をかわし８番手へ浮上。#39 
GR Supra を先頭とする５番手争いの
なかでレースを進めていった。
　ただ、その後は僅差ながら大嶋の
ペースも少しずつ苦しくなっていき、
順位変動もなかなか生まれない。大嶋
は #24 Z GT500 の後方につけ、８
番手のまま周回。26 周目には #100 
NSX-GT にかわされたものの、その
#100 NSX-GT が 28 周を終えピッ
トへ。アンダーカットを阻止すべく、
大嶋も 29 周を終えピットイン。山
下にステアリングを託した。大嶋のス
ティント中盤からタイヤの状況が苦し
くなってきていたことから、山下には
別の種類のタイヤを履かせ、後半での
追い上げを目指した。
　TGR TEAM ENEOS ROOKIE のメ
カニックたちはいつものように迅速な
作業をみせ、ピット作業を終えてみる
と、前を走っていた #37 GR Supra
や #100 NSX-GT を先行することに
成功する。ただ、すぐに #100 NSX-
GT が後方から接近。やや後半スティ
ントのタイヤに苦しみ始めていた山下
は、#100 NSX-GT に対してディフェ
ンスに回ることになってしまった。
　37 周目、山下は #100 NSX-GT
とテール・トゥ・ノーズで最終コーナー
を立ち上がり、GT300 クラスの車両
をパスしていく。背後にいた #100 

NSX-GT も山下同様に抜こうとした
が、GT300 車両がピットに向かお
うとし、２台は接触してしまう。弾か
れた #100 NSX-GT は姿勢を乱し、
ガードレールに激しくヒット。レース
はセーフティカーランから赤旗中断と
なってしまった。#100 NSX-GT の
ドライバーに大きな怪我が無かったの
は不幸中の幸いだった。
　レースは午後３時20分に再開され、
セーフティカーランから 44 周目にリ
スタートを迎えるが、中断前の位置取
りの関係上、トップ３以外の車両は１
周近い差がつけられてしまう。
　それでも山下は、トップ３に続く
位置を占めようと #24 Z GT500 や

#3 Z GT500 とのバトルを展開して
いき、山下は #3 Z GT500 に一度
かわされながらも再度抜き返すことに
は成功したが、その間に今度は #1 Z 
GT500 が接近。63 周目には先行を
許してしまう。山下はその後も粘り強
くレースを戦ったものの、最後は７位
でチェッカーを受けることになった。
　レース後、トップでチェッカーを受
けていた #17 NSX-GT が失格になっ
たことから、ENEOS X PRIME GR 
Supra の順位は最終的に６位となっ
た。苦しいなか堅実にポイントを得た
ことで、まだトップと 14 点差で残り
２戦を迎えることになった。チームは
終盤での逆転を狙っていく。



ドライバー／監督コメント

決勝レース序盤はそこそこタイヤのグリップ感も良く、ストレートスピードが苦しいものの、前
の集団に食らいつくことができ、良い展開になるかとも思いましたが、僕のスティント中盤から
タイヤが厳しくなってしまいました。無線でかなり苦しい状況を伝えてはいたのですが、ペース
は悪くないとのことでした。後半、同じタイヤでいってもとてももたない雰囲気があったので、持っ
ていた別の種類のタイヤでいきましたが、山下選手のペースを見てみるとどちらも苦しかったの
かもしれません。少し辛いレースになってしまいましたね。なんとかしないといけません。次戦オー
トポリスからはサクセスウエイトも軽くなりますし、燃料流量リストリクターのハンデもなくな
ります。残りふたつは得意なコースなので、２連勝できるように頑張っていきたいと思います。

走り出しからあまり速さがなく、決勝レースではピットアウトした時点でペースの苦しさがあり
ました。しかしピットワークでみんなが頑張ってくれたおかげで、２台ほど先行することができ
ましたが、後方から #100 NSX-GT が迫ってくる展開となりました。ただそこでああいった大
きなアクシデントがあり、赤旗中断となってしまいました。リスタート後は４位を目指して頑張っ
ていたのですが、他車を抜いたり抜かれたりと、これが今回の精一杯の結果だったのだと思って
います。とはいえ、ランキング首位とはポイント差も縮まりましたし、次のオートポリスはチー
ムとしても得意としているコースです。あきらめずにチャンピオン争いに食らいついていきたい
と思っています。

フィニッシュ時は７位、最終的な結果は６位ということでしたが、序盤は良い感じで走れていた
ものの、赤旗中断になったときにほぼ周回遅れに近い状態になってしまって。４〜５番手くらい
にはなれるとは思っていたのですが、そこからペースに苦しむことになってしまいましたね。前
を走っていたクルマたちは軽かったですし、もう少し速く走ることができていればまた展開も違っ
たかもしれません。コンディション等もありますが仕方ないですね。トップ３は速かったですが、
４位は見えていただけに悔しいところです。これでランキングの順位も少し下がってしまったか
もしれませんが、次戦のオートポリスはチームもドライバーも得意としていますからね。毎年結
果も良いですし、良い選択をして最終戦に繋げたいと思っています。

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DRIVER　 山下 健太　Kenta YAMASHITA

DIRECTOR　高木 虎之介　Toranosuke TAKAGI



SUPER GT 第６戦 スポーツランド SUGO　リザルト

9 月 16 日　公式練習（GT500）

９月 17 日　決勝レース（GT500） 2023 AUTOBACS SUPER GT
ポイントランキング（GT500・トップ 10）

※サクセスウエイトについて

９月 16 日　公式予選（GT500）

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’10.605

2 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’10.869

3 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’10.892

4 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 1’10.989

5 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹 BS 1’11.053

6 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’11.138

7 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’11.138

8 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’11.140

9 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1’11.227

10 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’11.293

11 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’11.450

12 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 1’11.520

13 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’11.532

14 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／太田格之進 DL 1’11.679

15 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’12.086

Pos. No. Car Driver Tire Time/Gap

1 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹 BS 2h45’00.838

2 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 0.529

3 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 51.658

4 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 55.693

5 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’02.479

6 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1Lap

7 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 1Lap

8 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1Lap

9 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1Lap

10 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1Lap

11 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／太田格之進 DL 1Lap

12 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 2Laps

R 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 48Laps

R 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 49Laps

17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 失格

Pos. No. Car Driver Tyre Time

1 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹 BS 1’09.413

2 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’09.486

3 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’09.607

4 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’10.274

5 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’10.510

6 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1’10.623

7 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’10.727

8 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’10.735

9 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’10.613

10 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’10.675

11 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’10.789

12 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 1’10.800

13 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 1’10.804

14 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’10.949

15 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／太田格之進 DL 1’11.241

Pos No Driver Total
サクセス
ウエイト

1 3 千代勝正／高星明誠 51 51

2 36 坪井翔／宮田莉朋 49 49

3 23 松田次生／ロニー・クインタレッリ 40 40

4 16 福住仁嶺／大津弘樹 37 37

5 14 大嶋和也／山下健太 37 37

6 39 関口雄飛／中山雄一 34 34

7 8 野尻智紀／大湯都史樹 32 32

8 1 平峰一貴／ベルトラン・バゲット 32 32

9 100 山本尚貴／牧野任祐 31 31

10 17 塚越広大／松下信治 29 29

SUPER GT ではシリーズ創設当初から成績による性能引き下げのため、重りを積む独自のハンデシステムを使用しており、
2021 年からは『サクセスウエイト』という名称となっています。
2021 年の規則では、GT500 クラスでは第１戦から第６戦まで獲得ポイント×２kg を搭載しなければならず、参戦７戦
目は獲得ポイント×１kg、参戦８戦目は獲得ポイント×０kg となります。
GT500 クラスでは車体の特性上、重りの搭載は 50kg までで、以降はエンジンに噴射する燃料の流量を減らす＝燃料流
量リストリクターの数値を減らし、パワーを下げることが併用されます。GT500 クラスのサクセスウエイトの数値は下
記のとおりです。しばしばチームやドライバーは出力ダウンの段階によって「1 リスダウン」「2 リスダウン」といった業
界用語で表現します。

サクセスウエイト数値 0 〜 50kg 51 〜 67kg 68 〜 84kg 85 〜 100kg

車載ウエイト 0 〜 50kg 34 〜 50kg 34 〜 50kg 35 〜 50kg

燃料流量リストリクター 95.0kg/h 92.6kg/h 902kg/h 88.0kg/h



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


